
韓国ユネスコ大邱協会友好親善訪問 
2019/10/11～15    国際部会長 政木恵美子 

 

 今年度の韓国ユネスコ大邱協会友好親善訪問には、大きな２つの目的があった。一

つは、第６次姉妹協定締結の調印を行うことである。今回、はじめて大邱で調印式が

行われたが、とても和やかでかつ厳かな雰囲気の中でスムーズにとり行われた。大邱

からの記念品として、金メッキのスプーンと箸のセットが贈られ、広島からは宮島彫

りの飾り盆を贈った。調印式後は、人間国宝の優雅で荘厳な「舞」を鑑賞し、懇親会

が始まった。懇親会では、各テーブルに日本語が話せる方が配置され、和やかに楽し

く親睦を深めることができた。 

    

    

    

  

 

二つ目は、韓国の歴史、文化、自然について理解を深めるとともに会員同士の相互

理解と友好親善を図ることだった。２日目に訪れた韓日友好館では、韓国式のお茶の

接待を受けたのち館内や隣にある鹿洞書院(元日本武将であった金忠善の住まい)を

見学し、韓国の歴史を学ぶことができた。ここには日本人や韓国人の観光客もたくさ

ん訪れ、日韓の友好親善の場所となっている。大邱樹木園は、ゴミ捨て場であった所

を埋め立て様々な樹木や植物が植えられた広大な公園として市民の憩いの場となっ

ていた。 

 



   

 

  

  

    

    

    

  

３日目に訪れたヨングァンシニアセンターは、老人福祉施設で入所者の中には日本

語を話せる方が数人おり、日本語で交流をすることがでた。 

    

   

 



    

   

 

    

    

    

 

４日目に訪れた大邱木工職業専門学校は、国から補助金を受け運営している職業学

校で、若者から年配の方が就職するために木工技術を学んでいた。 

    

    



    

    

 

 全日程を通して、南会長をはじめ協会会員が同行され、心のこもった温かいもてな

しを受け親交を深めることができた。また、食事をしたレストランや街中で行きかう

市民の方とも和やかに挨拶を交わし、声を掛け合うことができた。政治的に日韓の関

係があまりよくない時期にこそ、市民交流の重要さを実感させられた訪問であり、大

変有意義な訪問となった。 

 

    

    

 

 

訪問団員 

須藤有美 田川 清 平井 勇 藤井正一 藤井孝行 丹羽岳宏 政木恵美子 

松岡盛人 松原博子 森木 学 山本朝世 渡邊優子           （計１２名） 

 

 

 

 

 

 

 

 



訪問日程 

日(曜) 時間 場所・内容 備考 

10.11(金) 11:35 

15:55 

17:00 

19:30 

新幹線さくら 551号 

福岡空港発 

大邱国際空港着 

歓迎会及び調印式 
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10.12(土) 9:30 

11:30 

13:30  

14:00 

16:00 

17:15 

18:00 

20:00 

韓日友好館訪問 

アプサン展望台、昼食 

ユネスコ大邱協会副会長宅訪問 

大邱樹木園散策 

ユネスコ大邱協会事務所訪問 

陶芸アトリエ訪問 

夕食会 

ショッピング等散策 

＊寄付 

 

 

＊ガイドによる案内 

 

＊ユネスコ大邱協会会員 

10.13(日) 9:00 

11:00 

 

14:00 

15:00 

17:00 

18:00 

韓医薬博物館見学 

ヨングァンシニアセンター訪問 

昼食 

達城郡守との面談 

沙門津渡し場散策  

石像商チェ・ヒボク宅訪問 

夕食会 

 

＊老人介護施設 

 

 

＊遊覧船 

 

＊広島ユネスコ協会主催感謝の会 

10.14(月) 

 

9:15 

12:19 

13:00 

14:00 

16:00 

19:00 

大邱木工職業専門学校訪問 

東大邱駅発 

釜山駅着 

日本人墓地、李秀賢墓地の参拝 

ヌリマル APECハウス見学 

韓日友好交流会員との懇親会 

＊ユネスコ大邱協会副会長経営 

＊SRT325 

 

＊残留日本人妻の墓 

＊新大久保駅で日本人を助けようと

して命を落とした韓国青年の墓 

10.15(火) 9:00 

14:00 

15:00 

朝鮮通信使博物館、釜山鎮支城見学 

金海国際空港発 

福岡国際空港着 

解団式 

 

＊BX146 

 

 


